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［A土m ］C．g．lu・tamicum 　FI72−8　is　a　 H
＋．A二「Pasc −defectivc　Lnufan し obtained

spontaneously 　from　C、召
’iuta，mieum 　AT （：G　l4067．　 This　mu 臘 nt 　showed

high … at… fb ・ しh　glu… e ω … umpti ・・1 ・nd 　gl・ し・m ・t・ p・Dd ・ ・ti・・ しh ・・

the 　 parent　 under 　 biotin−limited　condh ．ions．　 Under 　 biotin・su且iclenr
⊂onditions （60μ8江 biotin），　whcre 　no 　glutamate　producLion　is，as 　ol コserved ，
thi・ m1 ・t… t ・h・ wed 　2・6−f・ ld　hlgh・ ・ glu⊂・ ・e ・… sumpti ・ … t・ ・h・ n しh ・

parcnt．　Tu　clucida しe　mctabolic 　changes しaking 　place　in　the　mutant 　under

60 μ g／Lbiotin，　protcome　anal7sis 　was 　conducted ．［Me 亡hod 　and 　ResultI
Fermcn 匸ation 　allalyses 　demo コ1strated 　tha 匸 the　mutan 〔produced　about 　5
ti・n ・… m ・ ch 　1・ ⊂t・ … nd 　twi・e ・… u ・h ・・ et・ t… 匸h ・・c　p・・d… dby 　th・

parerlt、　 Based 　on 　the 　constru ⊂ted　prDteome　rnuP 　of 　C、　gtutatnictren．411C〔：
14067，quantiUltive　protcDme　 analysis 　 of しhc ⊂ell　 samples 　from　bo亡h
exponcntial 　phasc　and 　sしad 〔mary 　phase　were 　carried 　out．　In しhe　mutan1 ．，
several 　gl｝℃ ol ｝

’tiE　enz アmes ，　TCA 　cyclc 　enz ｝
lnlcs ，　H ＋−ATPase 　subunits 　were

f611nd　tD　increasc　at 　exponentia ］Phase，　but　no 　such 　differencc　was

observcd 　a し　stationar
｝
・
　phase 、　On 　the　Dther 　hとmd ，　furnal’ase ，

malate ：quiuone　oxidoreductase 　…md 　acetutc 　kinase 　were 　exprcssed 　at

higher　levcl　illしhe　mu ［ant 　ti1．ln 　in　dlc　parent　at　bodl　phases．　 Thcse
changes 　 in　pl

’
otcomic 　 signature 　will 　be 　discusscd　in　rcL 廴匸ion　匸o 　the

enhanccd 　g［ucosc 　metabolism 　inthe　mutanI ，

1DlO−3 　単細胞 緑ff’一　Haematoceccus 　Pluvialisの 従属栄養培

養に お ける アス タキサ ンチ ン生成の 検討
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（広 島人院 ・

先端 ・生命機能〉

【目的】 ア スタ キサ ン チン （ASX ）は赤色のカ ロ テノイ ドで あ り、強力な
抗 酸 化 作 用 を 持つ た め 食品添加 物や 医薬品 として の需 要が 期待 されて い

る。ASX の 生産源 として、本緑藻は もっ とも有望な微生物の 1つ で あ り、環
境 ス トレ ス に よ り胞子 嚢で あ る シ ス ト細胞 に なる と ASX を蓄積 するc 現
在、太陽 光または 室 内光を用 いた大規模なカ ロ テ ノイ ド生産が行われて い

る が 、光 を用 い る独立栄養培養は天候や細胞濃度に よ る光の 過不足の 問 題
が ある 。こ れ まで に酢酸 を炭素源 とした従属栄養培養に よ る ASX 生産 を目

的 とし、比較的高温条件 で培養す ると酢酸を培養途中に 添加する こ とで シ
ス ト化 を促進で き た が、加えた酢酸の 取 り込 みが 弱い とい う問題が あ っ た 。
そ こ で 本研究で は 旺盛 な酢酸資化性 と ASX 生成を高 く維 持する従属栄 養
条件 を検索する こ とを 目的 とした。【方法 と結果】H．Pluvialisを 炭素源 とし
て 酢酸を加 え た BM2 培地 におい て 、種 々 の条件 の もと で 従属栄養培 養を行
い 、酢 酸を 途中添加 して細胞 の シ ス ト化 を促進させ る。そして 、通気や 振

と う方 法に つ い て検討 を行 い 、添加 した酢酸の 資化能 やア ス タ キサ ンチ ン

含量 へ の影響につ いて 検討 した。
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　果
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【円的】好塩性緑藻P．bardtiwii！，a、2〜4M の 高い 食塩濃度下で も増殖 でき、
また 広 い 生育温度や pH 領域 を 持つ な ど優れ た環境適応性 を備 えて い る。こ
れ ま で太 陽光 を用 い た 大 規 模 開 放系 にお い て 高濃度 β一カ ロ テン が生産さ
れ て い る。本研究で は、本 緑 藻を 用 い て 、従来の 化学合成 法

・
発酵法 より

も安価な ア ミノ酸生産系 を開 発す る こ と を目的に 、プ ロ リ ン （Pro ）生合成の
フ ィ

ー
ドバ ッ ク阻害を解除 さ せ た ア ミノ 酸ア ナロ グ耐性株の 単離 を試 み

た 。【方法 及び 結果】Pro の ア ナ ロ グで ある L −AzeLidine −2・carboxylic ・Acid
〔M ｛：）、また、Pro 生 合成経 路上 流 の グル タ ミン 酸に着 目し、その アナ ロ

グで あ る Glu 匸aric 　acid（GA ）の存 在 ドで緑藻 UTEX2538 を培養 した。寒天培
地 で ば AZG の 最小 増殖阻 害濃度 は約 25mM で あ っ た 。種 々 の 濃度系列の
AZC 添加培地 よ りAZC 耐 性 株の ス ク リ

ー
ニ ン グお よび Pro 生産株の ス ク

リーニ ン グと継代培 養 を行 な っ た 。GA につ い て も同様 の操作 を行ない 耐性
株 を単離 した。その後、野 生株UTEX2538 とPt’　te の 濃度系列か ら単離 した
AZG 耐性株、　 GA 剛 性 株に つ い て Pt’o 生産の 比較 ・検討 を行なった。

【目的
・
方法】∫鹸 肱 励 側 漉 o   Ber しoni の 茎を主原料 と した ス テ ビ ア 熱水抽

出発酵液の 施肥 に よ り栽培 さ れ た 農産物 中の 残留農薬 の未 検 出 が 市場 で確
認さ れ て い る。本研究で は この 原因解明の 為 に、（1）ス テ ビ ア 熱水 抽出発酵
液．よ り乳酸菌を純粋 分離 し、16S　IDNA 塩基配列解析 に よ り同 定 した 。〔2）
有機塩 素剤で ある ケ ル セ ン乳 剤、合成 ピ レ ス ロ イ ド剤 であ る トレ ボ ン 乳剤
添加 培∫也で の 分離勅 培 養液 1トに含 まれ る 4，4

’−Di・hl… b・ ・DhP ・ ・ 。。。及
びEfho 恥 11prox の各濃度 をGGMS −QP2elO（島津製作所 ）に よ り測 定 し、分
離菌の 農薬 に 対す る 減少 率 を検討 した 。（S）（2）で 減少 が 確 認 され た 各農薬
（0．1〜1000ppm ）を 含有 した GYP 液体培地、農薬無添加 〔対照）培地の 各
4．9ml に、分離乳酸菌液0．lm［を添加後、3．0℃ で 3日間 培養 し、連 日増殖能
をOD660 で測定後、対 照 培 地 との 相対増殖能 を算出 し、そ の結 果か ら分離
菌の 農薬減少効果 と増 殖 能 の 関連に つ い て検 討 した。【結果】分離乳 酸菌は
16S　rDNA 全塩基 配列 解 析結果 よ りLa．ctobaciii ・zav　kefiriと 98％ の相 同性を示
した が 、系統樹上、及 び APISOGHL に よ る炭水 化物 資化 性能 の 結果 で は
Lat ／tobaCiilus

　buchnet
．1に近 縁 で あ っ た．（Lactobacilltts　sp ．町AS201 ）。本菌 は

培觀 塒 問で 鮪 4・4r−Di・hl。 ・。b… hp ・… e を ll．72％、また E ・h・fe・P…

を7L25 ％減 少させ る こ とが 明らか に なった。さ ら に同 農薬含有培地 で の 本
菌の 相対増殖 能は、ケ ル セ ン 乳剤及び トレ ボン 乳剤 の0」〜100pprn 濃度範
囲 で農薬濃度上昇 に伴い 増 加 した 。
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